
問題番号

1
(A)

1
　世界的視野からみて，日本が環太平洋造山帯に属し，大地の動きが活発であると
いう自然環境の面から地理的特色を理解している。

1
(B)

2
　伝統的な生活や文化の継承という面から，京都など数カ所が世界文化遺産に登録
されていることを理解している。

2 3
　日本は自然災害（特に地震）が発生しやすい環境にあることと，その地震による
被害について考えることができる。

3 4
　日本が温帯に属しているということと，地図に見られる気候と緯度とのかかわり
を理解し，地図から読みとることができる。

4 5
　国際化の影響で近代的な生活や文化が広がり，都市の再開発を進める中で伝統的
な町並みを保存していくことの難しさについて，適切に考えることができる。

1 6
　日本のおおよその人口を理解し，日本の人口と統計図表に示された４カ国の人口
を比較することができる。

2 7
　統計図表に示された各種のデータから，Ｃ国の特色を読みとり，その様子を総合
的に考えることができる。

3 8
　資料に示された日本とＡ国の農業に関する各データを正しく読みとり，特にＡ国
の農業の規模や生産性について適切に考えることができる。

4 9
　日本の企業がＢ国に進出する理由を，資料からＢ国の労働者の賃金の低さに着目
し適切に考えることができる。

5 10
　資料から，Ｄ国の輸出品の割合の変化を手がかりとして，輸出品から見たＤ国の
特色を読みとることができる。

1 11
　町人の生活を描いた文学や浮世絵から，都市を舞台にして，経済力を増した町人
を担い手とする文化が形成されたことを理解している。

2 12
　江戸時代の諸産業の発達について，米作りの発達を農具の改良と新田の開発とい
う視点から考えることができる。

3 13
　江戸時代の人々の生活について，現在との結びつき，比較という視点からその様
子を理解している。

4 14
　江戸時代の社会の変化の大きな流れについて理解するとともに、資料の特徴を適
切に読みとることができる。

15

16

2 17
　地租改正による政府収入の変化について，資料からその内容を適切に読みとるこ
とができる。

3 18
　明治の改革期に，近代国家としての歩みを始めるために「大日本帝国憲法」が制
定されたことやその経緯を理解している。

4 19
　１９世紀後半から２０世紀前半の，日本の近代文化の形成について，その様子や
特色を代表的な作品や資料と関連させて理解している。

5 20
　江戸時代以降の産業の発達について，社会の様子や人々の生活の変化とかかわら
せて考えることができる。

/７ /９ /11

学習状況診断票（社会）　中学校　第２学年

評価の観点

２年　　　組　　　　番　　　氏名                                                            .

領
域 大

問
小
問

通
番

思
考
・
判
断

資
料
活
用
・
表
現

知
識
・
理
解

知識・理解

・授業で学習した学び方を活用して，新聞などに掲載される地図や資料などを見るように努力しましょう。　様々な
地図や統計資料を見る中で，学習したことを生かせるように取り組むことが大切です。
・年表や時代の特色を示すカードなどをつくり，その時代の様子やその時代を生きた人の姿などを明らかにして，
歴史の大きな流れをつかんでいくように努力しましょう。

今後の学習に向けて　※自分が頑張りたいところに○を付けましょう。

思考・判断

・グラフや統計資料から，分かることを明確にして，それらを組み合わせて考えることを大切にしましょう。
・「できごとがおきた要因」や「その影響，社会の様子や変化」などを常に考えることを大切にしましょう。
・地図や資料などを用いて調べるだけでなく，分かること，考えられることを，ていねいにノートなどに書くように努
力しましょう。自分の言葉でまとめて書いてみることが大切です。

観察・資料
活用・表現

・地図や資料などを活用するときには，「タイトル」「単位や項目」「資料中の大事な言葉」「資料の中の人々の様
子」などの視点から，読みとるようにしましょう。
・自分で略地図を書いてみたり，できごとと時代の特色を示す年表をつくったりするなど，地図化，資料化するこ
とに取り組んでみましょう。特に統計資料の作成に努力してみましょう。

出題の意図

1
　日米修好通商条約がどのような点で不平等であるのか，日本にとってそれがどの
ような問題であったのか，その内容を適切に理解している。
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